
施設サービス計画書（１）

初回 ・ 紹介 ・ 継続  認定済 ・ 申請中 

利用者名   Ａ       殿     生年月日 大正 8年 9月  日  住所 東京都

施設サービス計画作成者氏名及び職種    Ｐ   （介護支援専門員）

施設サービス計画作成介護保険施設名及び所在地  特別養護老人ホーム Ｈホーム 東京都 

施設サービス計画作成（変更）日     平成 24年 7月 16日     初回施設サービス計画作成日  平成 24年 7月 2日

認定日  平成 24年 2月 21日   認定の有効期間 平成 24年 3月 1日 ～ 平成 25年 2月 28日

要介護状態区分   要介護１ ・ 要介護２ ・ 要介護３ ・ 要介護４ ・ 要介護５（その他：               ） 

利用者及び家族 

意向

本人：１００歳まで元気で長生きしたい。子どもたちが心配しているので老人ホームにいるが、本当は家に帰って１人暮らしをしたい。 

家族（長男）：入居して２週間が経ち、本人もＨホームの生活に慣れてきたと思います。皆さんにご迷惑をおかけすると思いますが、 

   こちらで皆さんと仲良く暮らしてもらいたいと考えています。 

家族（長女）：今まで１人で頑張ってきましたが、ホームの生活の方が安心です。父の思いもわかりますが、Ｈホームで元気に暮らして 

   欲しいと思っています。 

介護認定審査会の 

意見及びサービス 

の種類の指定

特になし 

統合的な援助の 

方針

・ホームの生活は、自宅で生活をされていたのとは違い、ご不便を感じていることがあると思いますが、ご本人のご意見を伺いなが 

ら、ご家族にもご協力いただき、ホームで楽しみを見つけ、安心して暮らしていただけるように職員全員で支援していきます。 

 緊急連絡先  長男  Ｂ    （自宅）            （携帯電話） 

        長女  Ｃ    （自宅）            （携帯電話） 

 施設サービス計画の説明を受け、同意しました。                                   

平成  年  月  日

                             説明者            氏名（代理の場合は関係）            印

第１表

施設サービス計画書（２）抜粋

利用者名   Ａ    殿

生活全般の解決す

べき課題(ニーズ)

援助目標 援助内容 

長期目標 (期間) 短期目標 (期間) サービス内容 担当者 頻度 期間 

100歳まで元気 100 歳のお祝 24.7.16. 椅子に座って 24.7.16. ・座っているには、どこの筋肉を 理学療法士 ３月に 1 回 24.7.16. 
で長生きして いの時には ～ いるための筋肉 ～  どうやって鍛えたらよいか、 ～

表彰状をもら 椅子に座り 24.12.31 を鍛える。 24.9.30  リハビリの先生が計画を作る。   24.9.30．
いたい。 写真に写る。 （個別リハビリテーション計画）

・足がなまらないように歩く。 本人・介護職員 毎日

感謝の言葉を 24.7.16. 大きな声が出せ 24.7.16. ・ご飯を三食食べて、体力をつける 本人 毎食

みんなに伝え ～ るようにする。 ～ ・好きな食べ物をだしてもらう。 栄養士

る。 24.12.31  24.9.30 ・口臭がしないように、入れ歯を 本人・介護職員 １日３回

 きれいにする。

・病気にならないように、 主治医(内科） １月に１回

 医師に診てもらう。 看護職員

混乱した時は ホームで安心 24.7.16. 職員・家族に 24.7.16. ・困り事や混乱時は、職員が話を 介護職員 必要時 24.7.16. 
本人の思いを して生活が ～ 困り事を伝え、 ～  聞き、納得してもらえるように 事務職員・生活相談員 ～

聞いてほしい できるように 24.12.31 理解・解決が 24.9.30  する。 介護支援専門員  24.9.30．
（長男・長女） なる できる ・定期的に来館し、一緒に過ごす。  家族 週に 1～2 回

皆さんと仲よ ホームで自分 24.7.16. 友人ができる 24.7.16. ・サークル活動や庭の水やりを他 本人･介護職員 週に５回 24.7.16. 
く暮らしてほ らしく、生き ～ 好みの活動に ～  の入居者と一緒に行う。 ～

しい（長男・ 生きと生活を 24.12.31 参加できる 24.9.30． ・新聞を読み、新聞記事について 本人･介護職員 毎日 24.9.30．
長女） する。 家族との関係性  職員と話す。 生活相談員

が維持できる ・家族と一緒に晩酌を行う。外出、 本人・家族 週に１回

 自宅に戻る時間を持つ。
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週間サービス計画表

利用者名    Ａ    殿

月 火 水 木 金 土 日 主な日常生活上の活動

巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回

モーニングケア モーニングケア モーニングケア モーニングケア モーニングケア モーニングケア モーニングケア 起床

食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 朝食

預り証を確認 預り証を確認 預り証を確認 預り証を確認 預り証を確認 預り証を確認 預り証を確認 朝刊を読む・体操に参加

散歩・庭の水まき・お茶

入浴 入浴 入浴（火・金）

食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 昼食

サークル（書道） サークル（民謡） サークル（週１～２回）

食堂でおやつ 食堂でおやつ 食堂でおやつ 食堂でおやつ 食堂でおやつ 食堂でおやつ 食堂でおやつ おやつ・お茶

宿泊確認をする 宿泊確認をする 宿泊確認をする 宿泊確認をする 宿泊確認をする 宿泊確認をする 宿泊確認をする 泊まるように勧める

夕刊を読む

食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 食堂で食事 ラウンジで晩酌 食堂で食事 食堂で食事 夕食・晩酌（金）

（家族来館） 部屋でＴＶ視聴

ナイトケア ナイトケア ナイトケア ナイトケア ナイトケア ナイトケア ナイトケア

巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 就寝

巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回

巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回 巡回

週単位以外

のサービス

診察（月に１回）、家族との外出（不定期）、誕生会や慰問の時にはお祝い・お礼の言葉を述べる。

（注）「日課表」との選定による使用可。

第３表

日課計画表

利用者名   Ａ   殿

共通サービス 担当者 個別サービス 担当者 主な日常生活上の活動 共通サービスの例

巡回 介護職員 食事介助

 朝食

 昼食

 夕食

入浴介助（  曜日）

清拭介助

洗面介助

口腔清潔介助

整容介助

更衣介助

排泄介助

水分補給介助

体位交換

モーニングケア 介護職員 着替え･洗顔の声かけ･見守り 起床

朝食準備 調理･介護職員

朝食・口腔ケア 介護職員 摂食量の確認・口腔ケアの声かけ 朝食

健康チェック・体操 看護･ＰＴ 朝刊を渡す、預り証を見せる。 事務職員 事務所で過ごす

入浴介助・お茶準備 介護職員 散歩・水まきの見守り 散歩･庭の水まき・お茶

昼食準備 調理･介護 入浴の準備・入浴介助 入浴（火・金）

昼食・口腔ケア 介護職員 摂食量の確認・口腔ケアの声かけ 昼食

サークル活動 介護職員 サークル活動の声かけ サークル（週１～２回）

おやつ・お茶 介護職員 おやつ・お茶

宿泊の確認をする。 介護支援専門員

夕食準備 調理･介護 夕刊を渡す 夕刊を読む

夕食・口腔ケア 介護職員 摂食量の確認・口腔ケアの声かけ 夕食

晩酌（金）

ナイトケア 介護職員 着替えの声かけ・見守り 部屋でＴＶ視聴

洗濯物を預かる

巡回 介護職員 就寝

巡回 介護職員

巡回 介護職員

随時実施する
サービス

困り事や混乱をしたときは

話を聞き、解決する

施設長、事務長、事

務職員、生活相談員

（注）「週間サービス計画表」との選定による使用可。

その他の

サービス

診察（月に１回）、家族との外出（不定期）、誕生日や慰問の訪問日にお祝い・感謝の言葉を述べ、100歳の記念日に備える。
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項

目
 

１
．

Ａ
さ

ん
の

入
居

後
の
ご

様
子

に
つ

い
て

 
２

．
（

会
議

欠
席

）
①

Ａ
さ

ん
の

意
向

 
②

担
当

医
の

意
見

 
３

．
Ａ

さ
ん

の
ケ

ア
方

法
に

つ
い

て
 
①

「
家

に
帰

り
た

い
」

と
お

話
し

さ
れ

た
と

き
②

「
通

帳
が

な
い

、
銀

行
に

行
き

た
い

」
③

「
酒
が

飲
み

た
い

」
と

お
話

し
さ
れ

た
と

き

検
討

内
容

 
１

．
入

居
後

1
3
日

が
経

過
し

た
の

で
、

入
居

後
の

様
子

を
報

告
し

た
。

（
抜

粋
）

 

Ａ
さ

ん
が

不
安

に
な

る
の

は
、
９

時
頃

に
「

通
帳

が
な

い
」
、
１

７
時

頃
「

家
に

帰
ら

せ
て

ほ
し

い
」
、
夕

食
時
「

酒
が

ほ
し

い
」
と

話
す

時
で

、
ち

ょ
う

ど
介

護
職
員

が

忙
し

い
時

間
で

、
Ａ

さ
ん
の

話
を

聞
け

な
い

時
間

に
重

な
っ

て
い

る
。

 

２
．
①

Ａ
さ

ん
の

意
向

：
家

で
一

人
で

暮
ら

し
て

い
け

る
。
金

銭
の

管
理

は
自

分
で

し
た

い
。
息

子
が

管
理

を
す

る
な

ら
、
定

期
的

に
通
帳

の
中

身
を

見
た

い
。
晩

酌
を

し
た

い
。

②
担

当
医

の
意

見
：

入
居

時
の

検
診

は
異

常
が

な
か

っ
た

。
環

境
に

慣
れ

る
ま

で
不

安
状

態
が

現
れ

る
こ

と
が

あ
る

と
思

う
が

、
少

し
ず

つ
慣

れ
て

も
ら

う
し

か
な

い
。
晩

酌
は

日
本

酒
な

ら
１

合
程

度
が

よ
い

。
 

３
.
①

「
家

に
帰

し
て

ほ
し

い
」

と
話

し
た

時
 

長
男

：
ホ

ー
ム

に
入

居
す

る
こ

と
に

な
っ

た
時

、
ず

っ
と

ホ
ー

ム
で

暮
ら

す
と

告
げ

る
こ

と
が

で
き

ず
、

夏
の

暑
い

時
期

だ
け

ホ
ー

ム
で

過
ご

し
て

ほ
し

い
と

話
し

た
。

介
護

職
員

：
家

族
か

ら
こ

ち
ら

に
入

居
し

た
こ

と
を

伝
え

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
本

人
の

気
持

ち
が

変
わ

る
の

で
は

な
い

か
。

 

 
②

「
通

帳
が

な
い

。
誰

か
に

お
金

を
お

ろ
さ

れ
て

し
ま

う
前

に
、

△
△

町
の

銀
行

に
行

き
た

い
。

」
と

強
い

口
調

で
繰

り
返

し
話

さ
れ
た

時
 

長
男

：
通

帳
を

失
く

し
た

こ
と

が
あ

り
、

そ
れ

か
ら

私
が

通
帳

を
管

理
し

て
い

る
。

 

以
前

か
ら

「
年

金
を

使
い

込
ん

で
い

る
」

と
言

わ
れ

た
。

そ
の

都
度

説
明

を
し

て
い

る
が

納
得

は
し

て
い

な
い

。
私

も
ど

う
し

て
い

い
か

わ
か

ら
な

い
。

 

介
護

支
援

専
門

員
:
本

人
は

息
子

さ
ん

が
通

帳
の

管
理

を
し

て
い

る
こ

と
を

覚
え

て
い

る
。
定

期
的

に
通

帳
の

確
認

を
し

た
い

と
話
し

て
い

る
の

で
、
通

帳
を

持
参

し
て

も

ら
い

、
本

人
に

確
認

し
て

も
ら

う
。

長
男

が
来

館
し

な
い

時
に

は
、

‘
預

か
り

証
’

を
作

成
し

見
て

い
た

だ
き

、
納

得
し

て
い

た
だ

け
る

か
様

子
を

み
て

は
ど

う
か

。
 

③
職

員
は

こ
こ

に
は

お
酒
を

置
い

て
い

な
い

と
説

明
し

て
、

お
預

か
り

し
て

い
る

コ
ー

ヒ
ー

を
お

出
し

す
る

と
納

得
す

る
。

 

長
男

：
入

居
前

は
毎

日
晩

酌
を

し
て

い
た

の
で

、
晩

酌
を

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
と

思
う

。
 

看
護

職
員

：
夕

食
に

晩
酌

を
し

て
い

た
だ

い
て

も
よ

い
が

、
同

じ
フ

ロ
ア

に
ア

ル
コ

ー
ル

を
禁

止
さ

れ
て

い
る

入
居

者
が

い
る

点
を

配
慮

し
て

ほ
し

い
。

 

介
護

職
員

：
晩

酌
の

楽
し

み
は

お
酒

を
飲

む
だ

け
で

な
く

、
だ

れ
か

に
話

を
聞

い
て

ほ
し

い
面

も
あ

る
。
ご

家
族

に
協

力
し

て
も
ら

い
晩

酌
の

機
会

を
提

供
で

き
な

い
か

。

結
論

 
２

．
全

職
員

で
本

人
の

話
を

受
け

止
め

る
。

心
配

事
が

解
決

し
、

安
心

し
て

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
意

向
が

変
わ

る
か

も
し
れ

な
い

。
 

３
．
①

家
族

か
ら

入
居

に
な

っ
た

と
説

明
し

て
も

ら
う

。
部

屋
の

環
境

を
自

宅
で

の
環

境
に

合
わ

せ
、
不

安
を

減
ら

す
た

め
に

、
Ａ

さ
ん
の

大
切

な
も

の
を

持
っ

て
来
て

も
ら

う
。

②
長

男
に

通
帳

を
持

参
し
て

も
ら

い
、

Ａ
さ

ん
に

見
て

も
ら

う
。

ま
た

、
‘

預
か

り
証

’
を

作
成

し
、

お
金

の
こ

と
を

心
配

さ
れ

た
時
に

見
て

納
得

し
て

い
た

だ
く

。
 

③
晩

酌
の

機
会

を
設

け
る
。

ご
家

族
に

協
力

し
て

も
ら

い
、

毎
週

金
曜

日
の

夕
食

の
時

間
に

晩
酌

を
行

う
。

施
設

長
に

飲
酒

す
る

こ
と
を

伝
え

、
許

可
を

得
る

。
 

 
飲

酒
後

は
転

倒
の

リ
ス
ク

が
高

く
な

る
の

で
、

飲
酒

後
の

様
子

に
つ

い
て

、
特

に
把

握
に

努
め

る
。

 

残
さ
れ

た
課

題
 

 
(次

回
の

開
催

時
期

) 

３
に

つ
い

て
実

行
し

、
本
人

の
ホ

ー
ム

で
の

生
活

の
様

子
を

経
過

観
察

す
る

。
 

（
１

ヶ
月

後
に

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

行
い

、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
時

期
を

検
討

す
る

。
）

 

 

特
養

第
５

表
 

特
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9 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設

介
護

支
援

経
過

 
 

 利
用

者
名

 
 

 
Ａ

 
 

 
 

殿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設

サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
者
氏
名
 
 
 
Ｐ
 
 
 
 

 
 
 

 

年
月
日
 

内
 
 

 
 

容
 

年
月

日
 

内
 
 
 
 
容
 

2
4
.
4
.
1
0
.
(
火
)
 

＜
電
話
＞
 
生
活
相
談
員
か
ら
長
男
へ
、
入
居
の
順
番
が
来
た
こ
と
を
伝
え
る
。
 

 
迎
え
に
来
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
れ
る
。
 

 
 

 
 

2
4
．
4
.
1
4
.
(
土
)
 

＜
面
接
＞
本
人
宅
 
本
人
・
長
男
・
長
女
・
生
活
相
談
員
・
介
護
支
援
専
門
員
 

2
4
.
7
.
1
0
.
(
火
)
 

＜
日
常
生
活
＞
帰
宅
要
求
が
あ
り
夜
勤
職
員
が
対
応
を
し
た
。
約

1
時
間
、
ご
本
人
と

 
予
め
ご
家
族
か
ら
入
居
に
つ
い
て
伝
え
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
ご
本
人
は
「
そ
ん

1
7
:
0
0
～
1
8
:
1
0
 

リ
ビ
ン
グ
で
話
し
た
。
夜
勤
職
員
が
｢
今
夜
は
仕
事
で
、
一
緒
に
外
出
す
る
こ
と
が
で
き

 
な
に
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
私
は
こ
こ
で
ど
う
に
か
や
っ
て
い
る
。
｣
と
話
さ
れ
る
。

 
な

い
。

」
と

説
明

す
る

と
、

本
人

は
「

仕
方
な

い
。

」
と

話
し

、
夕

食
を

召
し

あ
が

っ
た

。

 
生
活
相
談
員
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
と
相
談
、
シ
ョ
ー
ト
 

 
 

 
 
ス
テ
イ
を
利
用
し
な
が
ら
、
入
居
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

2
4
．
7
.
1
3
.（

金
）
 

＜
朝
の
申
し
送
り
＞
 

 
＜
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
＞
5
/
1
1
～
1
3
 
6
/
1
～
6
/
7
 
6
/
2
2
～
2
5
 

9
:
0
0
 

 
 
入
居
し
て

2
週
間
に
な
る
た
め
、
Ａ
さ
ん
の
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
の
開
催
を
 

 
 
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
か
ら
情
報
を
得
て
、
生
活
相
談
員
が
短

 
 
提
案
、
家
族
に
同
席
を
し
て
も
ら
い
、
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
 

 
 

期
入

所
生

活
介

護
計

画
書

を
作

成
、

送
迎

時
に

本
人

、
家

族
に

説
明

し
て

同
意

を
得

る
。

 
 

 
設
け
る
こ
と
に
す
る
。
家
族
に
は
生
活
相
談
員
が
連
絡
し
、
同
意
を
得
る
。
 

 
 

 
 
 

2
4
.
6
.
2
5
.
(
月
)
 

＜
訪
問
＞
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
。
（
介
護
支
援
専
門
員
・
入
居
ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員
）

 
〈
初
回
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
評
価
と
課
題
〉
 

 
 
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
に
よ
り
施
設
の
生
活
に
慣
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
た
の
で
、
 

 
 
 
ホ
ー
ム
で
の
生
活
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

 
入
居
に
向
け
て
担
当
介
護
職
員
と
と
も
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。
 

 
 
し
た
。
評
価
と
し
て
、
ご
本
人
が
ホ
ー
ム
で
生
活
さ
れ
る
こ
と
に
納
得
さ
れ
て
お
ら

 
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の
た
め
、
本
人
・
家
族
の
意
向
を
確
認
す
る
。
 

 
 
ず
帰
り
た
い
と
話
さ
れ
、
対
応
す
る
介
護
職
員
も
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
。
 

 
 

 
課
題
と
し
て
、
自
宅
で
続
け
て
き
た
晩
酌
が
ホ
ー
ム
で
は
人
員
や
お
酒
の
管
理
の

2
4
.
7
.
2
.
(
月
)
 

＜
入
居
日
＞
本
人
・
長
男
の
妻
・
長
女
と
来
館
。
 

 
 
面
か
ら
対
応
で
き
な
い
こ
と
、
通
帳
管
理
は
長
男
が
行
っ
て
い
る
が
、
本
人
に
は
残

1
1
：
0
0
 

 
 
契
約
後
、
居
室
の
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
へ
お
連
れ
す
る
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
時
の

 
 
高
を
見
せ
て
お
ら
ず
、
権
利
擁
護
の
面
か
ら
も
問
題
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
 
ユ
ニ
ッ
ト
と
は
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
最
初
は
戸
惑
っ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、

 
 
会
議
の
前
に
、
飲
酒
と
金
銭
管
理
に
つ
い
て
施
設
長
、
生
活
相
談
員
に
相
談
、
家
族

 
 
他
の
入
居
者
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
、
次
第
に
打
ち
解
け
て
い
く
様
子
で
あ
っ
た
。
 

 
 
の
管
理
機
能
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
可
能
で
あ
る
な
ら
家
族
に
任
せ
る
こ
と
に
す
る
。

 
 
本
人
・
家
族
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
説
明
し
、
同
意
を
得
る
が
、
本
人
は
短
期
間

 
 

 
 
の
利
用
と
考
え
て
い
る
様
子
だ
っ
た
の
で
、
別
室
で
家
族
か
ら
話
を
聞
く
。
 

2
4
．
7
.
1
6
.（

月
）
 

＜
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
開
催
＞
（
別
紙
 
参
照
）
 

 
 

 
 
 
会
議
の
後
、
長
男
か
ら
本
人
に
入
居
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
も
ら
う
。
 

2
4
.
7
.
9
.
(
月
)
 

＜
日
常
生
活
＞
朝
食
後
よ
り
｢
通
帳
が
な
い
。
銀
行
に
紛
失
届
を
出
し
に
行
き
た
い
が
、

 
 
話
さ
れ
た
頃
を
見
計
ら
い
、
見
直
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
説
明
し
に
訪
室
す
る
。

9
:
1
0
～
1
0
:
1
0
 

お
金
が
な
い
の
で
電
車
賃
を
貸
し
て
欲
し
い
。
」
と
事
務
所
に
来
ら
れ
、
年
配
の
 

 
 
本
人
・
長
男
と
も
表
情
が
暗
い
が
、
長
男
が
晩
酌
し
に
来
て
く
れ
る
と
伝
え
る
と
、

 
事
務
長
に
話
し
か
け
る
。
暫
く
事
務
長
が
話
を
聞
き
、
1
0
時
に
介
護
職
員
が
 

 
 
楽
し
み
に
さ
れ
た
の
か
、
お
つ
ま
み
の
話
を
さ
れ
る
。
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特
養

施
設

介
護

支
援

経
過

利
用

者
名
 

 
Ａ

 
 
 
 
 
 
殿

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
Ｐ

年
月

日
 

内
 
 

 
 

容
 

年
月

日
 

内
 
 
 

 
容

 

第
６
表

抜
粋

．
4

2
）

孫
（

子
の

女
長

・
女

長
＞

館
来

＜
7
.
2
6
.（

木
）
 

＜
日
常
生
活
＞
 

2
4
.
7
.
2
0
.（

金
）

1
3
:
3
0
～
1
5
:
2
0
 

自
宅
に
あ
っ
た
テ
レ
ビ
や
ゴ
ル
フ
の
賞
状
、
ゴ
ル
フ
用
具
の
模
型
、
椅
子
を
持
参
さ
れ

9
:
3
0
～
1
0
:
2
0
 

 
事
務
所
前
で
「
○
○
銀
行
に
行
く
。
通
帳
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
手
続
き
に
 

る
。
孫
も
同
伴
し
た
の
で
、
「
こ
ん
な
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
最
近
な
か
っ
た
。
」
と

 

話
し
て
い
た
と
い
う
。
 

 
居
室
に
は
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
の
賞
状
が

2
枚
飾
ら
れ
た
。
 

 
長
女
が
持
参
し
た
ケ
ー
キ
を

3
人
で
食
べ
、
居
室
か
ら
は
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
い
た
。

 

 
長
女
か
ら
、
父
に
仏
壇
を
持
っ
て
き
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
が
、
置
い
て
も
い
い
か

 

 
と
聞
か
れ
る
。
生
活
相
談
員
が
火
を
使
わ
な
け
れ
ば
大
丈
夫
で
す
と
話
す
。
 

 

1
8
:
3
0
～
2
0
:
0
0
 

＜
来
館
＞
長
男
 

 
長
男
は
お
酒
を
持
参
し
て
来
館
。
 

 
生
活
相
談
員
が
長
男
を
案
内
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
長
男
と
２
人
で
、
晩
酌
を
し
て
い
た
。

1
8
:
3
0
～
2
0
:
0
0
 

日
本
酒
を
1
合
飲
ん
だ
後
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
横
に
な
ら
れ
て
い
る
。

飲
酒
後
の
足
元
の
ふ
ら
つ
き
が
心
配
だ
っ
た
が
、
ふ
ら
つ
か
ず
に
歩
い
て
い
る
。
 

 

2
4
．
7
.
2
2
.（

日
）
 

＜
日
常
生
活
＞
 

1
4
:
0
0
 

 
他
の
入
居
者
家
族
と
談
笑
、
子
ど
も
の
こ
と
を
聞
か
れ
「
貧
乏
暇
な
し
、
息
子
は
 

 

 
今
日
も
働
い
て
い
ま
す
よ
。
」
と
話
し
て
い
た
と
い
う
。
 

夕
方
か
ら
帰
宅
要
求
が
あ
っ
た
が
、
ゴ
ル
フ
中
継
が
始
ま
る
と
、
ベ
ッ
ド
に
寝
転
 

1
6
:
3
0
～
1
6
:
5
0
 

 
①
入
居
に
な
っ
た
こ
と
を
長
男
か
ら
説
明
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
夏
場
だ
け
過
ご

び
な
が
ら
、
ゴ
ル
フ
が
終
わ
る
ま
で
見
て
い
た
。
 

2
4
．
7
.
2
4
.（

火
）
 

＜
朝
の
申
し
送
り
＞
 

1
9
:
0
0
 

 
夕
食
時
、
晩
酌
の
希
望
が
あ
っ
た
。
お
酒
を
用
意
し
て
い
な
い
と
話
す
と
、
自
ら
 

 

冷
蔵
庫
を
開
け
、
自
分
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
缶
を
取
り
出
し
て
飲
ん
で
い

 

た
。
そ
の
後
は
晩
酌
の
希
望
が
な
く
、
夕
食
を
召
し
あ
が
っ
た
後
は
、
食
堂
で
夕
刊
を

 

読
ん
で
過
ご
し
て
い
た
。
 

行
き
た
い
。
」
と
興
奮
さ
れ
大
き
な
声
で
話
し
て
い
た
。
施
設
長
が
話
を
聞
く
。
 

故
郷
か
ら
身
体
一
つ
で
東
京
に
出
て
き
て
、
苦
労
し
な
が
ら
長
年
働
い
て
き
た
こ
と

を
話
し
て
く
れ
る
。
職
員
が
持
っ
て
き
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
「
い
つ
も
こ
う

っ
て
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
気
が
す
る
。
」
と
言
い
な
が
ら
、
自
分
の
生
い
立
ち
や
生
活

歴
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
。
 

 
夜
勤
明
け
の
職
員
が
挨
拶
を
し
て
帰
ろ
う
と
す
る
と
「
御
苦
労
さ
ん
。
ゆ
っ
く
り
休や

 
ん
で
な
。
」
と
声
を
か
け
、
通
帳
の
話
は
し
な
く
な
っ
た
。
 

2
4
．
7
.
2
7
.（

金
）
 

＜
来
館
＞
長
男
夫
妻
・
友
人
 

長
男
が
ご
近
所
の
友
人
を
連
れ
て
来
館
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
晩
酌
。
介
護
支
援
専
門
員
同
席
。

 
昨
日
お
話
し
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
家
族
に
話
す
と
「
大
変
な
時
代
で
し
た
か
ら
ね
。

苦
労
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
る
。
本
人
よ
り
民
謡
サ
ー
ク
ル
で
一
緒
の

 
Ｗ
さ
ん
も
誘
い
た
い
と
話
さ
れ
、
Ｗ
さ
ん
も
参
加
し
、
昔
話
や
民
謡
を
歌
わ
れ
た
。
 

長
男
「
こ
の
ま
ま
ホ
ー
ム
に
慣
れ
て
く
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
…
。
」
と
見
守
っ
た
。

2
4
.
7
.
3
0
.（

月
）
 

＜
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＞
 

 
 
す
と
は
話
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
家
が
心
配
な
の
か
、
帰
り
た
い
と
言
わ
れ
る
こ

 
と
が
あ
る
。
長
女
と
と
も
に
近
々
に
外
出
の
予
定
。
 

 
②
通
帳
に
つ
い
て
は
、
長
男
が
来
た
時
に
残
高
を
本
人
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
が
、

 
 
手
元
に
持
っ
て
い
な
い
と
不
安
に
な
る
よ
う
で
、
事
務
所
に
預
か
り
証
を
見
に
 

行
っ
て
い
る
。
 

 
③
晩
酌
は
、
飲
酒
後
の
転
倒
の
心
配
と
、
長
男
の
負
担
が
増
す
こ
と
が
心
配
で
あ
っ

 
 
た
が
、
お
酒
が
強
い
様
子
で
飲
ん
で
も
変
わ
ら
ず
、
長
男
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。




